
厚
生
労
働
省
は
７
月
２４
日
、
省
内

会
議
室
で
、
「安
心
と
希
望
の
介
護

ビ
ジ
ョ
ン
」
第
１
回
会
議

（座
長
＝

前
田
雅
英
首
都
大
学
東
京
都
市
教
養

学
部
長
）
を
開
い
た
。

舛
添
厚
労
相
は
、
口
」
れ
は
、
６

月
に
ま
と
め
ら
れ
た

『安
心
と
希
望

の
医
療
確
保
ビ
ジ
ョ
ン
』
の
介
護
版

で
あ
る
」
と
し
、
「介
護
労
働
者
の

処
遇
の
問
題
や
、
医
療

・
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
連
携
問
題
、
遠
距
離
介
護
や

認
知
症
を
め
ぐ
る
課
題
な
ど
、
現
場

の
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。
現
場
を

よ
く
知
る
方
々
に
率
直
な
意
見
を
出

し
て
い
た
だ
き
、
現
場
の
声
を
聞
い

て
、
国
民
や
介
護
労
働
者
に
と

つ
て

光
が
見
え
る
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
策

定
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

検
討
事
項
と
し
て
は
、
①
自
助

・

公
助

・
共
助
を
組
み
合
わ
せ
た
ケ
ア

の
構
築
、
②
持
続
可
能
な
介
護
保
険
、

①
介
護
を
担
う
介
護
従
事
者
の
人
材

確
保
、
④
医
療
サ
ー
ビ
ス
と
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
適
切
な
提
供
、
⑤
都
市
部

や
地
方
等
の
地
域
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
地
域
ケ
ア
構
築
の
た
め
の
仕
組
み

づ
く
り
、
の
五
つ
で
あ
る
。

初
会
合
の
こ
の
日
は
、
メ
ン
バ
ー

が
意
見
を
述
べ
合
っ
た
。

石
川
誠
氏

（医
療
法
人
社
団
輝
生

会
初
台
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

理
事
長
）
は
、
「介
護
保
険
が
施
行

さ
れ
て
８
年
が
経
ち
、
施
設
ケ
ア
は

数
段
よ
く
な

っ
た
。
自
立
支
援
者
に

は
リ
ハ
ビ
リ
の
立
場
か
ら
も
貢
献
で

き
る
だ
ろ
う
。
通
所
リ
ハ
ビ
リ
や
訪

問
リ
ハ
ビ
リ
、
短
期
入
所
リ
ハ
ビ
リ

等
に
つ
い
て
は
整
備
が
必
要
で
あ
ろ

う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
主
治
医
と
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
連
携
が
欠
か
せ
な

い
と
思
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

石
川
良

一
氏

（東
京
都
稲
城
市
長
）

は
、
「
″安
心
″を
規
定
す
る
の
は
難

し
い
。
死
の
恐
怖
や
老
い
の
不
安
を

解
消
す
る
の
は
人
類
の
泉
進
あ
ナ
ー

マ
で
あ
る
。
出
助

・
共
助

・
公
助
の

組
み
合
わ
せ
で
ケ
ア
を
構
築
す
る
に

は
、
と
く
に
共
助
の
部
分
で
地
域
力

の
見
直
し
が
大
事
で
あ
る
。
介
談
保

険
と
地
域
力
の
再
構
築
が
鍵
と
な

る
」
と
し
て
、
稲
城
市
の
介
護
支
援

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
制
度
を
紹
介
し
た
。

大
田
差
恵
子
氏

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
パ

オ
ッ
コ
理
事
長
）
は
、
遠
距
離
介
護
、

別
居
介
護
を
支
え
る
立
場
か
ら
、

「離
れ
て
い
る
親
を
ど
う
支
援
す
る

か
、
自
治
体
が
変
わ
る
と
サ
ー
ビ
ス

内
容
が
わ
か
り
づ
ら
く
な
る
場
合
も

多
い
。
使
え
る

。
正
し
い
情
報
の
集

約
が
あ
る
と
う
れ
し
い
。
暮
ら
す
場

所
で
サ
ー
ビ
ス
内
容
が
違
わ
な
い
よ

う
な
環
境
づ
く
り
等
も
必
要
で
は
な

い
か
」
と
述
べ
た
。

谷
壁
誦
な
の

か

■
恕
選
択
な
の
か

駒
村
康
平
氏

（慶
態
批
拙
大
学

経
済
学
部
教
授
）
は
、
縦
済
学

の

立
場
か
ら
、
「
ど
の
よ
う
な
机
点
で

議
論
を
す
る
の
か
向
あ
る

べ
き
な

論
な

の
か
、

ベ
タ
ー
、

ベ
ス
ト
の

選
択
を
す
る
の
か
を
ま
ず
決
め
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
う
え
で
、

本
人

・
家
族

・
地
域
セ
ク
タ
ー
で

は
、
性
唯
政
職
や
ま
族
七
援
、
介

殻
給
付
準

的
議
論
か
れ
る
た
メ，
ぅ

市

ま
た
、
財
政

】
縮
付

七
十
タ
ｌ
ｆ

は
、
公
費
負
担
の
剣
待
な
ど
う
す

る
か
、
介
護
報
側

や
傑
陰
新

的
問

題
、
財
政
予
測
な
ど
う

み
る
か
名

あ
る
ｃ
労
働
サ
ー
ビ

ス
セ
ク
タ
ー

で
は
、
労
務
管
理

の
――――
題
、
労
働

者
数

の
需
要
と
供
給

の
―ＩＵ
ほ
聯
を

長
期

。
中
期

で
考
え

て

い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
」
と
指
摘
し
た
。

袖
井
孝
子
氏

（お
茶

の
水
女
子

大
学
名
誉
教
授
）
は
、
「
そ
も
そ
も

介
護
と
は
何
か
と

い
う
軸
象
的
な

話
も
必
要
だ

ろ
う
。
介
池
保
険
制

度
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
、

い
わ
ゆ

る
嫁
介
設
は
減
少
し
た
が
、

こ
れ

か
ら
は
肥
佃
キ
介
腔
が
１１１
え
て
く

る
。
保
険

で
ど
こ
ま

で
カ
バ
ー
す

る

の
か
の
識
諭
も
あ
り
、
本
質
的

な
課
腿
を
洗

い
出
さ
な

い
と

い
け

な

い
‐
セ
九

べ
た
中

品
羽
研

…
氏

一合
林
人
学
医
学

部
教
授

一
は
、
に
脚

の
立
場
か
ら

十
枚
急

″
は
杵

の
抑
％
は
品
附
杵

で
、

う
ち

４
削
は
在
化

に
，ｔｉ…
せ
な

い
の

が
現
状
だ
ぃ
介
継
技
術

に
光
を
】

て
、
中
門
性
を
発
神

で
き

る
に
は

ど
う
す
れ
ば

い
い
か
な
ど
提
案
し

て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

見
え
る
ビ
ジ
ョ
ン
を

▲「安心と希望の介護ビジョン」会議 (7.24)
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古
川
静
子
氏

（日
本
化
薬
メ
デ
ィ

カ
ル
ケ
ア
佛
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
部
部

長
）
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
現
場
で

働
く
立
場
か
ら
、
「般
近
は
雇
用
の

確
保
が
心
鯉
で
あ
る
。
応
募
し
て
も

問
い
合
わ
せ
も
な
く
、
時
給
を
上
げ

て
も
反
応
が
な
い
。
高
齢
好
が
Ｗ
え

る
な
か
で
介
護
従
事
子
の
減
少
は
大

き
な
不
安
で
あ
る
」
と
人
材
不
足
の

問
題
を
指
摘
し
た
。

堀
田
聰
子
氏

（東
京
大
学
社
会
科

学
研
究
所
特
任
准
教
授
）
は
、
「介

護
保
険
の
担
い
手
で
あ
る
介
護
労
働

に
人
が
集
ま
る
よ
う
な
雇
用
の
見
直

し
が
必
要
で
あ
る
。
利
用
者
側
か
ら

は
ど
う
い
う
支
援
が
足
り
な

い
の

か
、
地
域
支
援
と
は
何
な
の
か
、
ト

ー
タ
ル
に
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
人
が
地
域
で
生
ま
れ
て
死
ん

で
い
く
な
か
で
、
誰
が
誰
を
支
え
て

い
く
の
か
、
新
し
く
正
し
い
情
報
を

も
と
に
根
本
的
な
議
論
を
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
た
。

村
上
勝
彦
氏

（社
会
福
祉
法
人
慧

誠
会
帯
広
け
い
せ
い
苑
施
設
長
）
は
、

「ま
ず
は
高
齢
者
の
介
護
が
あ
り
き

の
は
ず
な
の
に
、
制
度
改
定
ご
と
に

仕
組
み
が
複
雑
に
な
り
、
わ
か
り
づ

ら
く
、
使
い
づ
ら
く
な
っ
て
し
ま

っ

た
。
国
民
は
最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
を
求
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
」
等
と
述
べ
た
。

村
田
幸
子
氏

（福
祉
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
）
は
、
「福
祉
の
現
場
で
は
あ

ま
り
に
も
人
権
が
侵
害
さ
れ
て
い

る
。
厚
サ
省
は
自
立
支
援
を
掲
げ
た

が
、
８
年
維

っ
て
も
本
人

へ
の
支
援

が
で
き
て
い
な
い
ぃ
サ
ー
ビ
ス
内
容

等
は
家
族
が
決
定
し
て
い
る
ぃ
介
設

サ
ー
ビ
ス
の
契
約
も
家
族
と
の
問
で

結
ば
れ
て
お
り
、
成
年
後
見
制
度
も

利
用
さ
れ
て
い
な
い
実
態
も
あ
る
。

現
場
は
希
望
も
な
け
れ
ば
安
心
も
な

い
。
認
知
症
に
な
っ
て
も
自
立
支
援

が
で
き
る
よ
う
な
介
護
ビ
ジ
ョ
ン
に

し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

一のビ
ジ
ョ
ン
ヘ

こ
れ
ら
を
受
け
て
前
田
座
長
は
、

会
議

の
進
め
方

に

つ
い
て

「
今

の

介
護
を
め
ぐ

る
諸
問
題

に

つ
い
て

修
正
を
加
え

て

い
く

や
り
方

で
い

い
か
」
と
確
認
す
る
と
、
舛
添
厚

労
相
は

「
介
護
報
酬

の
よ
う
な
短

期
的
な
課
題
に
対
す

る
意
見
だ
け

で
な
く
、
認
知
症
予
防

や
治
癒

の

研
究
等
も
含

め
た
長
期
ビ
ジ

ョ
ン

が
な

い
と

い
け
な

い
。
短
期
と
長

期

の
両
方
を
備
え
た
ビ
ジ

ョ
ン
と

な
る
こ
と
が
望
ま
し

い
」
と
答
え

た
。ま

た
、
社
会
保
障
国
民
会
議

や

社
会
保
障
審
議
会

・
介
護
給
付
費

分
科
会
と

の
差
別
化

に

つ
い
て
袖

井
氏
が
質
す
と
、
舛
添
厚
労
相
は
、

「
い
ち
ば
ん
発
信
力
を
も

つ
会
議
に

し
た

い
。

こ
こ
で
の
意
見
を

ふ
ま

え
、
結
挫
や
財
務
大
―――‐ｔ
と
剛

つ
て

い
く
中
ま
た
掛
午
成
予
併
を
付
け

て
、

で
き
る
と

こ
ろ
か
ら
や

つ
て

い
き
た

い
」
と
答
え
た
。

同
会
議
は
今
後
、

９
川
初
句
ま

で
に
は
現
坊
視
祭
等
を
行

い
、
そ

の
後
関
係
者
か
ら

の
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
実
施
す
る
予
定

で
あ
る
。

宮
島
俊
彦
老
健
局
長
は
、
「短
期

ビ
ジ

ョ
ン
に

つ
い
て
は
郷
年
度
予

算
等

の
関
係
か
ら
、

１１
月
く
ら

い

ま

で
に
は
方
向
性
等
を
ま
と
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」

と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
し
た
。

真
に
″安
心
と
希
望
″
が
い
だ
け

る
よ
う
な
議
論
が
期
待
さ
れ
て
い

Ｚｅ
。

申
安
心
逸
寵
望
の
介
護
ビ
ジ
畠
ン
一

△
窒
識
　
メ
ン
バ
士
申
　

五
十
音
順

▽
石
川
誠

（医
療
法
人
社
団
輝
生

会
初
台
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

院
理
事
長
）

▽
石
川
良

一

（東
京

都
稲
城
市
長
）

▽
大
田
差
恵
子

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
パ
オ
ッ
コ
理
事
長
）

▽
駒
村
康
平

（慶
應
義
塾
大
学
経

済
学
部
教
授
）

Ｖ
袖
井
孝
子

（お

茶
の
水
女
子
大
学
名
誉
教
授
）

▽

一鳥
羽
研
二

（杏
林
大
学
医
学
部
教

一授
）

▽
中
村
邦
夫

（松
下
電
器
産

！米
側
代
表
取
締
役
会
長

・
社
団
法

！人
シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
振
興
会
会

一長
）

Ｖ
古
川
静
子

（日
本
化
薬
メ

一デ
ィ
カ
ル
ケ
ア
伽
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

一部
部
長
）

▽
堀
田
聴
子

（東
京
大

！学
社
会
科
学
研
究
所
特
任
准
教
授
）

一
▽
前
田
雅
英

（首
都
大
学
東
京
都

市
教
養
学
部
長

・
座
長
）

▽
村
上

勝
彦

（社
会
福
祉
法
人
慧
誠
会
帯

広
け
い
せ
い
苑
施
設
長
）

▽
村
田

幸
子

（福
祉
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

▲会議を設置した舛添厚労相
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